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企業理念

ニッカトーは、創造性に富んだ信頼される商品の提供
を通じて科学技術と産業の発展に寄与し、企業の成長
と発展を期し、親しまれる経営で社会に貢献する。
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中期経営計画について

– 当社の存在意義である、「独自素材の提供を通じて、脱炭素社会の実現に貢献する」べく、持続的に成長し、社会的課題の解決

に取り組み続けられる経営基盤の再構築期間と位置付け

– 2025年度を新たなスタートとして、中長期の持続的成長に繋げていくために中期経営計画「CONNECT 25」を策定

2018～20年度
第１次中期経営計画

2021～24年度
第２次中期経営計画

社内
課題

市場・顧客
課題

社会的
課題

製造設備
投資

人的・知的
資本投資

環境・省エネ
投資

【短期的な社内課題への取り組み】

生産効率の改善・製造能力の強化 等

「CONNECT 25」
持続的成長【GROWTH】に向けた経営基盤の再構築

達成に向けた3つの取組テーマ
【QUALITY】・【ENVIRONMENT】・【MANAGEMENT】

2025年度～

持続的成長【GROWTH】の継続・

脱炭素社会の実現に向けた

継続的な社会的価値創出

創業110年の歴史
積み上げてきた経営基盤・事業競争力

目指すべき経営基盤

持続的に成長し、社会的課題解決へ貢献していける、

経営基盤の再構築

• 成長し変化する市場・顧客ニーズに応えられる

製品開発体制

• 2050年の脱炭素社会の実現に向けて、環境負荷

軽減に繋がる技術開発

• 成長・取り組みを支え続ける次世代人材の育成、技

術・ノウハウの継承

目指すべき計数目標

• 売上高 100億円の達成

• 営業利益 10%水準の創出

• ROE 7%の達成・8%を目標

• 株価 1,300円台への到達

• 配当性向 35%水準の維持
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「CONNECT ２５」のコンセプト

– 経営基盤の再構築を、【QUALITY】・【ENVIRONMENT】・【MANAGEMENT】の3つの成長ドライバーをテーマに実施

– 当社と事業の持続的成長によって、脱炭素社会の実現・社会的課題の解決に貢献し、 時代に必要とされる“Reliable 

Company”を目指す

存在意義の確立

経済的価値・社会的価値の創出を通じた

自社の持続的成長【GROWTH】の達成と、

脱炭素社会実現への貢献

「CONNECT 25」における目標

持続的に成長し、社会的課題解決へ

貢献していけるだけの経営基盤の再構築

経営ビジョンの達成

“Reliable Company”

－時代に必要とされる企業だけが成長する－

【QUALITY】

市場ニーズに応える製品・
技術の追求

• これまで築いてきた競争優位性を元に、変化する市場ニー

ズに応えられる製品開発を推進

• 素材・性能・品質・コスト面において、さらなる付加価値向

上・差別化を追求

【ENVIRONMENT】

環境負荷軽減のための
技術開発

• 製品製造時の温室効果ガス削減・エネルギー利用減少を実

現する、製造プロセス改善を推進

• 当社の製品により、顧客の生産工程における環境負荷の軽

減に繋がる製品・技術開発を強化

【MANAGEMENT】

事業ポートフォリオの
再構築

• 全事業・製品を4つのステージ（重点・強化・再構築・再編）に

分類定義

• 市場ニーズに応えるべく、競争力のある重点・強化事業には

経営リソースを集中投下

再構築・再編事業は高付加価値化による収益性改善を図る

達成のための3つの成長ドライバー



【ENVIRONMENT】
環境負荷低減のための技術開発
－製品製造時の環境負荷軽減
－顧客生産工程における環境負荷軽減

関連する主なSDGｓ
当社の取組方針

※「中経 CONNECT25」記載ベース

脱炭素社会の実現

気候変動・地球温暖化対策

取引先・消費者との
連携、関係深耕

雇用と人材育成

知財開発・管理体制

コーポレートガバナンス
体制の強化

【QUALITY】
市場ニーズに答える製品・技術の追求

【MANAGEMENT】

コーポレートガバナンス・コードへの対応

• 電気炉導入・生産効率改善を通じた、エネルギー利用効率化・GHG排
出量の削減

• 工業排水の循環利用技術の開発

• 不良廃棄品・使用済品の回収・リユース・リサイクル体制の整備・推進

• クリーンエネルギーに貢献する機能性製品事業への進出

• 営業人員の製品・技術知識の向上、営業力・顧客ニーズ深堀の強化

• 大学・研究機関との連携による、環境技術、リユース・リサイクル技術の
開発・ビジネス化推進

• 調達リスク低減・GMP省令等ガイドライン対応を通じた、製品供給の安
定化・品質の担保

• 製造条件のシステム化・データ化を通じて、職人個人に依存しない製
造・人材育成できる体制整備

• 年功序列型からの脱却、若手・女性幹部登用の推進

• 求める人材の再定義を行い、採用人材の質向上、研修・講習体制の充
実・再整備を推進

• 大学・研究機関との連携・共同開発の強化、クリーンエネルギービジネ
ス・製品の創造

① 人材採用・育成、評価方法の見直し

② 100年の歴史で培われてきた職人技術・ノウハ
ウの継承

③ 知財専門人材の登用・育成、
知財管理強化

地域社会の発展と共生

• 地域社会・学校への継続的な求人・採用活動
工場見学による知名度向上と雇用確保

• 工場周辺地域への配慮、安全確保の活動推進
（排水・臭気問題対応、物流トラックの安全確保、通学路見守り活動 等）

工場周辺地域への配慮

地域雇用の創出

• 株主及びステークホルダーへの情報開示体制の強化、
エンゲージメント向上のための活動推進

• 自社・事業内容の認知度・理解の向上につながる活動推進（HPリニュー
アル、採用活動の刷新 等）

ESGの主要テーマ 具体的な取組

G
Governance
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サスティナビリティ課題への取組方針
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計数目標及び進捗状況

– EV車・5G関連製品を始めとする成長産業での需要増加を確実に捉え、過去最高水準の売上高100億円を達成

– セラミックス製品の差別化・競争優位性の追求により収益性を改善、営業利益率10%超へ到達し、営業利益も過去最高益創出を図る

百万円
2020年度

実績
2021年度

目標
2021年度

実績
2022年度
修正前目標

2022年度
修正後目標

2023年度
目標

2024年度
目標

増減
2020年度比

売上高
(前期比）

8,655
9,500
（+845）

9,979
（+1,324）

10,000
（+21）

10,000
（+21）

10,200
（+200）

10,800
（+600）

+2,145

営業利益
(%)

363
(4.2%)

900
（9.5％）

972
（9.7%）

970
（9.7%）

700
（7.0%）

1,030
（10.1%）

1,200
(11.1%)

+837
(+6.9%)

経常利益
(%)

440
(5.1%)

920
（9.7％）

1,028
（10.3%）

990
（9.9%）

720
（7.2%）

1,050
（10.3%）

1,200
(11.1%)

+760
(+6.0%)

当期純利益
(%)

275
(3.2%)

630
（6.6％）

672
（6.7%）

680
（6.8%）

500
（5.0%）

720
（7.1%）

820
(7.6%)

+545
(+4.4%)

ROE 2.5% 5.0% 5.8% 6.0% 4.3% 6.2%
7%達成
（8%目標）

+4.5%

− 2022年度（2023年3月期）目標については、エネルギー及び原材料の急激な高騰に伴い、現時点では経営努力によりカバーできる
状況にはなく、生産効率の改善や販売価格への転嫁等々、今後足元の状況踏まえ様々な取組みを推し進め、採算改善に努めます。

− 売上高は計画通りといたしますが、利益の状況につきましては、下方修正せざるを得ないものと判断いたしました。2023年度以降に
つきましては、今後の経済状況や市場環境を踏まえ検討するものとし、計画を据え置きます。
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計数目標 ーセグメント別業績目標ー

百万円
2020年度

実績
2021年度

実績
2022年度
修正前目標

2022年度
修正後目標

2023年度
目標

2024年度
目標

増減

セラミックス事業

売上高 6,601 7,620 7,800 7,600 8,000 8,400 +1,799

営業利益
(%)

336
（5.1%）

892
(11.7%)

910
（11.7％）

650
(8.6%)

970
(12.1%)

1,130
（13.5%）

+794
（+8.4%）

エンジニアリング事業

売上高 2,053 2,358 2,200 2,400 2,200 2,400 +347

営業利益
(%)

27
(1.3%)

80
(3.4%)

60
（2.7％）

50
(2.1%)

60
(2.7%)

70
（2.9%）

+43
（+1.6%）

 セラミックス事業：

• 成長が見込まれる先端技術産業※の需要拡大に対応

し、製品付加価値向上を通じた収益性改善を推進

（※ EV車・5G関連部品に必須かつ、今後一層の需要増加が見込まれ

るMLCC（積層セラミックコンデンサ）や、EV車への搭載に向けて開発・

実用化が進められている全固体電池 等）

 エンジニアリング事業：

• これまで事業独立した動きとなっていた営業活動から、

セラミックス事業との一体営業・ニーズ発掘を推進し、

先端技術製品の研究開発におけるニーズ取り込みを強化
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2021年3月期 2022年3月期 対前年 対通期予算

実額 売上比 実額 売上比 増減額 増減率 予算 達成率

売上高 8,654,588 9,978,775 1,324,186 15.3% 9,500,000 105.0%

売上原価 7,021,660 81.1% 7,644,827 76.6% 623,167 8.9% 7,300,000 104.7%

販売費及び一般管理費 1,269,826 14.7% 1,361,778 13.6% 91,951 7.2% 1,300,000 104.8%

営業利益 363,101 4.2% 972,169 9.7% 609,068 167.7% 900,000 108.0%

経常利益 439,799 5.1% 1,027,914 10.3% 588,115 133.7% 920,000 111.7%

当期純利益 274,575 3.2% 671,884 6.7% 397,309 144.7% 630,000 106.6%

研究開発費 216,068 2.5% 218,344 2.2% 2,275 1.1% - -

ＥＰＳ(円) 23.00 - 56.29 - 33.29 - - -

ＲＯＡ（％） 1.8 - 4.1 - 2.3 - - -

ＲＯＥ（％） 2.5 - 5.8 - 3.3 - - -

経営成績の概要
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（単位：千円）

− 2021年度（2022年３月期）は、主力販売先である電子部品業界の市場環境が堅調に推移した結果、計画を大幅に上回り前期比増収増益となりまし
た。これは前年度以前の「コロナ禍」における企業活動に一定の制約を受けた状況を踏まえ、各社在庫の積み増しや今後の市場動向等踏まえた影響に
よるものと思われます。

− 期後半以降のエネルギー関連および原材料の高騰が続いており、また、この状況を加速させるかの様にロシアの「ウクライナ侵攻」により更なる価格の
高騰が当社の業績に大きな影響を及ぼしております。



売上高・営業利益推移（四半期毎）
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（単位：千円）
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（単位：千円）

2021年3月期
営業利益
363,101

セラミックス事業
売上増減

+1,018,949

セラミックス事業
売上原価増減
▲381,512

 新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う「緊急事態宣言」や「まん延防止等重点措置」
により、企業活動及び消費活動に一定の制約は受けたものの、当社主力の電子部品業界
も引き続き市場環境も好調に推移した結果、増収及び工場稼働率の上昇による原価低減
と併せて、前年同期比167.7％増益となりました。

2022年3月期
営業利益

972,169

エンジニアリング事業
売上増減

+305,236

販管費増減
▲91,951

エンジニアリング事業
売上原価増減
▲241,654



一般電子部品

47%

化学
11%

自動車・重機
7%

環境・エネルギー
7%

半導体
6%

その他
22%

セラミックス事業
76%

エンジニアリング事業
24%

売上高
9,978,775千円

情報通信
0.3%

一般電子部品

26.1%

半導体
17.3%

バイオ
0.6%窯業

0.4%化学
0.6%

鉄鋼
6.6%

環境・エネル
ギー

19.5%

自動車・重機
21.6%

機械・ベアリング
0.0%

その他
7.0%

情報通信
0.0%

一般電子部品

53.2%

半導体
2.4%

バイオ
3.1%

窯業
2.7%

化学
13.5%

鉄鋼
2.7%

環境・エネルギー
3.5%

自動車・重機
2.9%

機械・ベアリング
4.7%

その他
11.3%

マーケット別構成比
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売上高
7,620,378千円

セラミックス事業

エンジニアリング事業

売上高
2,358,396千円

全 社



セグメント別業績推移
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（単位：千円）

【セラミックス事業】 【エンジニアリング事業】
（単位：千円）
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セラミックス事業
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・新型コロナウイルス感染症は収まりつ
つあるものの、昨年来のエネルギー価
格高やロシアのウクライナ侵攻による
一層のエネルギー・原材料価格の高騰
など先行きの不透明感は強まる。

・主力の電子部品業界は好調を維持。
増収により工場の稼働率も改善し生産
効率が上昇。

・今後も感染症対策を徹底し、品質改
善・生産効率改善に注力。

（単位：千円）

431,472 469,883 

4,407,959 
5,147,153 

1,565,510 

1,807,543 196,486 

195,797 

21/3 22/3

機能性セラミックス 耐摩耗セラミックス

耐熱セラミックス 理化学用陶磁器他



エンジニアリング事業
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・新型コロナウイルス感染症の影響に
より一部制約は残ったが、半導体・電
子部品市場の活況を受け、計測機
器・加熱装置ともに増収となる。営業
効率・利益率の改善に注力したこと
により、セグメント利益も改善傾向。

・更なる営業効率の追求・利益率の
改善に注力。

（単位：千円）

558,407 648,554 

1,494,752 

1,709,841 

21/3 22/3

加熱装置 計測機器・同システム



貸借対照表
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・流動資産
現金預金 増益により増加
売掛債権 増収により増加

・固定資産
有形固定資産 減価償却により減少
投資その他 投資有価証券評価減により減少

・流動負債
買掛債務 増収に伴う仕入増により増加

・固定負債
長期借入金 長期借入金の返済により減少
その他 役員退職金の支払いにより減少

・純資産
株主資本 増益による利益剰余金の増加

（単位：千円） 21/3末 22/3末 増減率 21/3末 22/3末 増減率

流動資産 8,424,258 9,606,685 14.0% 流動負債 3,108,682 3,668,272 18.0%

現金預金 2,676,471 3,357,885 25.5% 買掛債務 1,418,076 1,959,486 38.2%

売掛債権 2,955,751 3,458,294 17.0% 短期借入金 648,392 656,892 1.3%

棚卸資産 2,757,273 2,754,251 △ 0.1% その他 1,042,214 1,051,894 0.9%

その他 34,762 36,253 4.3% 固定負債 1,391,553 1,078,997 △ 22.5%

長期借入金 1,004,520 756,128 △ 24.7%

固定資産 7,505,943 6,927,044 △ 7.7% その他 387,033 322,869 △ 16.6%

有形固定資産 5,246,133 4,858,727 △ 7.4% 純資産 11,429,965 11,786,460 3.1%

無形固定資産 151,902 189,198 24.6% 株主資本 10,742,159 11,258,802 4.8%

投資その他 2,107,907 1,879,119 △ 10.9% 評価・差額等 687,806 527,657 △ 23.3%

資産合計 15,930,202 16,533,730 3.8% 負債・純資産合計 15,930,202 16,533,730 3.8%



キャッシュフロー計算書
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・営業ＣＦ
税引前当期純利益
増収による影響で大幅増益

その他
増収により売上債権が増加

・投資ＣＦ
有形固定資産の取得
主にセラミックス事業生産設備
の新設および更新

・財務ＣＦ
配当金の支払額
配当金13円

（単位：千円） 21/3末 22/3末 増減金額

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,354,827 1,639,569 284,741

税引前当期純利益 437,003 1,010,133 573,130

減価償却費 720,614 683,430 △ 37,184

棚卸資産の増減額 8,272 3,021 △ 5,250

その他 188,937 △ 57,015 △ 245,953

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 773,570 △ 561,298 212,272

有形固定資産の取得 △ 899,710 △ 530,071 369,638

その他 126,139 △ 31,227 △ 157,366

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 315,381 △ 396,858 △ 81,476

配当金の支払額 △ 167,401 △ 155,385 12,016

その他 △ 147,979 △ 241,472 △ 93,492

現金等の増減額 265,875 681,413 415,537

現金等の期末残高 2,676,471 3,357,885 681,413
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2022年3月期(予測） 2022年3月期（実績） 対予測比 2023年3月(予測）

実額 売上比 実額 売上比 増減率 金額 売上比

売上高 9,500,000 9,978,775 5.0% 10,000,000

売上原価 7,300,000 76.8% 7,644,827 76.6% 4.7% 7,850,000 78.5%

販売費及び一般管理費 1,300,000 13.7% 1,361,778 13.6% 4.8% 1,450,000 14.5%

営業利益 900,000 9.5% 972,169 9.7% 8.0% 700,000 7.0%

経常利益 920,000 9.7% 1,027,914 10.3% 11.7% 720,000 7.2%

当期純利益 630,000 6.6% 671,884 6.7% 6.6% 500,000 5.0%

2023年3月期業績予想
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（単位：千円）
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当社の主力製品でありますYTZ®ボールは、厳しい品質管理と高い信頼性から、
販売以来多くの分野でご採用を頂き、現在も電子部品分野を中心に高い評価を
頂いております。
近年ではAPI（有効成分）の効率的な吸収目的等で、医薬品分野でも微粉砕用

途が増加傾向にあり、優れた摩耗特性と品質安定性より当社製品の採用が進ん
でいます。

今回、医薬品メーカ各社において、更に安心してジルコニアメディアをご使
用頂けるよう、専用グレードである『YTZ® -GH』ボールを上市致します。当グ
レードでは、原材料からのトレサビリティを可能にし、GMP省令ガイドラインに
対応した品質管理体制の構築を図っております。
ニッカトーの保有するボール製造技術で高性能医薬品、ジェネリック医薬品

などの製造に貢献し、社会貢献を目指します。

事業トピックス
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【医薬用専用グレード YTZ®-GHボールの上市】



（注）本資料に記載いたしております業績予想数値は、現時点で入
手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分にリスクや不確
実な要素を含んでおります。実際の業績は、今後様々な要因によっ
て予想数値と異なる可能性があります。
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